
　
新
聞
労
連
は
、
第
２３
回
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
大
賞
、
第
１３
回
疋

田
桂
一
郎
賞
の
候
補
を
募
集
し

ま
す
。
自
薦
、
他
薦
と
も
可
。

加
盟
単
組
を
通
じ
て
、
労
連
本

部
に
メ
ー
ル
か
F
A
X
で
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。
締
め
切
り
は

１２
月
２０
日
の
正
午
必
着
。

　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
大
賞
は
、

優
れ
た
記
事
を
正
当
に
評
価

し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
激
励

す
る
た
め
に
、
新
聞
労
連
が
１

９
９
６
年
に
創
設
し
ま
し
た
。

女
性
中
執
の
大
幅
増
求
め
る
声

疋
田
桂
一
郎
賞
は
、
選
考
委
員

だ
っ
た
故
・
疋
田
氏
の
遺
志
を

継
い
で
、
人
権
侵
害
を
厳
し
く

糾
弾
す
る
記
事
や
、
報
道
の
あ

り
方
に
新
た
な
教
訓
を
引
き
出

す
優
れ
た
企
画
な
ど
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
大
賞
の
募
集
開
始

　
　
　

 

締
め
切
り
は
12
月
20
日
必
着

　
新
聞
労
連
は
９
月
２６
、
２７
日
、
初
め
て
労
働
組
合
の
執
行
部

を
担
う
人
な
ど
を
対
象
に
し
た
執
行
部
セ
ミ
ナ
ー
を
東
京
都
内

で
開
い
た
。
全
国
か
ら
計
９４
人
が
参
加
。
新
聞
社
の
新
規
採
用

者
に
占
め
る
女
性
の
割
合
が
約
４
割
と
な
る
な
か
、
参
加
者
か

ら
は
「
女
性
も
参
加
し
や
す
い
組
合
活
動
」
へ
の
転
換
と
、
労

連
の
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
中
央
執
行
委
員
会
（
中
執
）
に
女

性
の
代
表
者
を
増
や
す
よ
う
求
め
る
声
が
相
次
い
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
詳
報
は
３
面
）

執
行
部
セ
ミ
ナ
ー

　
労
連
は
今
年
度
の
運
動
方
針

で
「
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
許
さ
ず
、
誰
も
が
働
き
や
す

い
職
場
環
境
」
を
掲
げ
て
い

る
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
初
日
に
、

毎
日
新
聞
、
全
下
野
新
聞
、
上

毛
新
聞
、
琉
球
新
報
の
各
労
組

で
執
行
役
員
を
経
験
し
た
４
人

の
女
性
に
よ
る
パ
ネ
ル
討
論
を

行
い
、
そ
の
具
体
化
に
向
け
た

方
策
を
考
え
た
。

「next generation」

強い新聞へ 合言葉は

　
昨
年
、
菅
義
偉
官
房
長
官
の

記
者
会
見
を
め
ぐ
り
、
取
材
制

限
や
記
者
へ
の
中
傷
、
殺
害
予

告
ま
で
起
き
ま
し
た
。
そ
の
時

に
私
も
含
め
て
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
く
れ
た
の
が
、
新
聞
労
連
の

委
員
長
だ
っ
た
小
林
基
秀
さ
ん

と
元
委
員
長
の
新
崎
盛
吾
さ
ん

で
す
。
今
日
ま
で
現
場
で
取
材

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は

労
連
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
大
阪
勤
務
時
代

に
、
橋
下
徹
・
大
阪
市
長
と
バ

ト
ル
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
時
も

会
社
の
枠
を
超
え
た
仲
間
に
支

え
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
、
労
連

委
員
長
の
打
診
を
受
け
た
時
、

そ
う
し
た
ご
恩
返
し
が
天
命
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　
新
聞
業
界
で
働
く
人
た
ち
が

多
様
に
な
り
、
メ
デ
ィ
ア
を
取

り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。「
バ
ズ
フ
ィ
ー
ド
」

に
代
表
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ

ア
と
の
人
材
獲
得
競
争
も
本
格

化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

私
た
ち
が
生
き
生
き
と
働
き
、

よ
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
人
材

を
獲
得
し
て
い
け
る
新
聞
業
界

に
し
て
い
く
に
は
、
セ
ク
ハ
ラ

問
題
に
象
徴
的
に
現
れ
る
悩

み
、
苦
し
み
を
う
や
む
や
に
せ

ず
、
連
帯
し
て
解
決
を
は
か
る

仕
組
み
作
り
が
急
務
で
す
。

「
日
本
に
は
メ
デ
ィ
ア
の
連
帯

組
織
が
な
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
指
摘
が
「
報
道
の
自
由

度
ラ
ン
キ
ン
グ
」
を
下
げ
る
要

因
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
こ
と
に
対
応
で
き
る
の
は
、

会
社
の
枠
を
超
え
た
２
万
人
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
ち
、
長
年

の
経
験
を
積
み
重
ね
て
き
た
新

聞
労
連
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
新
聞
労
連
は
日
本
社
会
に
世

界
の
注
目
が
集
ま
る
２
０
２
０

年
に
結
成
70
年
を
迎
え
ま
す
。

「
安
倍
１
強
」
な
ど
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
世
界
の
注
目
を
力

に
変
え
な
が
ら
、「
よ
り
強
く
、

し
な
や
か
に
、
真
実
を
伝
え
て

い
く
新
聞
・
メ
デ
ィ
ア
」
を
目

指
し
て
い
き
た
い
。

　
合
言
葉
は
「next genera-

tion

」。「
組
合
費
を
払
っ
て
い

る
現
役
が
優
先
だ
」
と
お
叱
り

を
受
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
将
来
世
代
が
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
た
い
と
思
え
る
環
境
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
、
私
た
ち
自
身
の
持
続
可
能

性
も
あ
り
ま
せ
ん
。
２
年
間
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
新
聞
労
連
は
９
月
19
～
20

日
、
都
内
で
２
０
１
８
年
度
の

第
１
回
中
央
執
行
委
員
会
を
開

い
た
。
今
期
の
主
な
活
動
テ
ー

マ
と
し
て
、
働
き
方
改
革
の
情

報
共
有
や
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
撲

滅
の
取
り
組
み
を
掲
げ
た
。

　
今
年
度
初
の
中
執
と
い
う
こ

と
で
、
会
議
で
は
新
聞
労
働
運

動
の
歴
史
、
新
聞
労
連
の
規

約
・
規
定
や
予
算
、
専
門
部
の

活
動
内
容
・
課
題
な
ど
の
説
明

が
あ
っ
た
。
特
に
組
織
拡
大
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
１

０
０
」
と
し
て
導
入
し
た
、
新

規
に
加
入
し
た
非
正
規
組
合
員

の
加
盟
費
補
助
（
２
年
限
定
の

最
終
年
）
や
未
加
盟
単
組
の
オ

ル
グ
費
の
補
助
に
つ
い
て
、
各

単
組
に
周
知
し
て
い
く
こ
と
な

ど
を
確
認
し
た
。

　
今
期
は
、７
月
に
行
わ
れ
た

労
連
定
期
大
会
の
各
単
組
発
言

で
要
望
が
あ
っ
た「
働
き
方
改

革
の
情
報
提
供
」に
つ
い
て
、各

単
組
の
取
り
組
み
を
新
聞
労
連

が
集
約
し
、
他
労
組
の
事
例
を

お
互
い
参
考
に
で
き
る
よ
う
、

意思決定の場に女性を

　
９
月
２６
日
、
休
会
と
な
っ
て
い

た
第
１
３
２
回
定
期
大
会
が
再
開

さ
れ
た
。
再
開
大
会
で
は
役
員
改

選
が
行
わ
れ
、
朝
日
新
聞
労
組
か

ら
推
薦
を
受
け
た
南
彰
さ
ん
（
３９
）

が
新
聞
労
連
中
央
執
行
委
員
長
に

選
出
さ
れ
た
。
朝
日
新
聞
労
組
か

ら
の
選
出
は
10
年
ぶ
り
。
開
会
の

あ
い
さ
つ
で
杉
山
副
委
員
長
は

「
我
々
が
で
き
る
こ
と
は
、
数
で
も

っ
て
交
渉
す
る
こ
と
。
新
委
員
長

の
下
で
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

な
ど
と
述
べ
た
。
最
後
は
南
委
員

長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
再
開
大

会
を
締
め
く
く
っ
た
。

南
委
員
長 

再
開
大
会
で
選
出

　
そ
の
中
で
特
に
問
題
に
な
っ

た
の
が
、
労
連
中
執
の
状
況

だ
。
今
年
度
の
運
動
方
針
に

「
可
能
な
組
合
か
ら
労
組
役
員

の
女
性
比
率
を
３
割
以
上
」
と

掲
げ
な
が
ら
、
現
在
２３
人
中
女

性
は
ゼ
ロ
に
な
っ
て
い
る
。

　
１５
～
１６
年
に
中
執
委
員
を
務

め
た
琉
球
の
與
那
覇（
よ
な
は
）

裕
子
さ
ん
は「
新
聞
社
に
女
性

が
増
え
て
い
る
の
だ
か
ら
、意
思

決
定
機
関
の
あ
り
方
と
し
て
考

え
な
い
と
い
け
な
い
」と
指
摘
。

他
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
も「
５
人
」

「
理
想
は
男
女
半
々
」と
大
幅
増

を
求
め
る
意
見
が
出
て
、労
連

の
南
彰
委
員
長
は「
早
急
に
対

応
を
考
え
た
い
」と
述
べ
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
６
月
に
成

立
し
た
働
き
方
改
革
関
連
法
へ

の
対
応
な
ど
の
情
報
共
有
も
は

か
っ
た
。
安
倍
政
権
の
労
働
法

制
の
議
論
を
記
者
・
デ
ス
ク
と

し
て
見
て
き
た
共
同
通
信
労
組

の
西
村
誠
委
員
長
は
、
関
連
法

が
「
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制

度
の
導
入
促
進
」
を
掲
げ
、
来

年
４
月
か
ら
企
業
に
制
度
導
入

の
努
力
義
務
を
課
す
こ
と
に
着

目
し
、「
労
連
加
盟
単
組
で
も

導
入
例
が
あ
る
。
不
規
則
勤
務

の
多
い
新
聞
業
界
で
は
効
果
が

期
待
で
き
る
」
と
語
っ
た
。

活発な議論が展開されたパネル討論

団結ガンバローで再開大会を締めた

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
情
報

共
有
す
る
こ
と
を
労
連
本
部
か

ら
報
告
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
対

応
に
つ
い
て
は
、セ
ク
ハ
ラ
撲

滅
を
掲
げ
る
取
り
組
み
と
し
て

常
設
の
セ
ク
ハ
ラ
電
話
相
談
窓

口
の
利
用
呼
び
か
け
や
、そ
れ

を
周
知
す
る「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
カ
ー
ド
」を
作
成
し

て
配
布
す
る
方
針
も
説
明
し

た
。
労
連
本
部
と
し
て
S
N
S

を
活
用
し
て
組
合
員
な
ど
に
対

す
る
情
報
提
供
と
発
信
を
強
化

す
る
方
針
も
了
承
さ
れ
た
。

　
ま
た
中
央
執
行
委
員
の
承
認

お
よ
び
専
門
部
正
副
部
長
の
委

嘱
、
全
国
役
薦
委
員
会
正
副
委

員
長
の
確
認
を
行
っ
た
。

　
全
国
役
薦
委
員
会
で
は
、
新

た
な
役
薦
委
員
長
に
西
村
誠
共

同
通
信
労
組
委
員
長
、
副
委
員

長
に
羽
鳥
大
介
日
経
新
聞
労
組

委
員
長
が
就
い
た
。

働き方改革で情報共有
第１回中央執行委員会

SNS 活用で発信も強化

新
任
あ
い
さ
つ

南 彰委員長
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女
性
の
７
割
以
上
被
害

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、
今
後

の
青
女
部
活
動
を
ど
の
よ
う
に

展
開
し
て
い
く
か
を
考
え
る
上

で
参
考
に
な
る
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
っ
て
も
ら
お
う
と
企
画
し

た
。
参
加
者
が
６
班
に
分
か
れ

て
▽
新
入
社
員
へ
の
組
合
説
明

▽
メ
ン
タ
ー
の
や
り
方
▽
青
女

部
活
動
の
提
案
－
の
３
つ
の
テ

ー
マ
で
話
し
合
い
を
進
め
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
先
立

ち
、
す
で
に
メ
ン
タ
ー
制
度
が

導
入
さ
れ
て
い
る
単
組
や
、
積

極
的
な
ニ
ュ
ー
ス
発
行
を
行
っ

て
い
る
単
組
か
ら
の
取
り
組
み

が
発
表
さ
れ
、
青
女
部
活
動
の

経
験
が
な
い
参
加
者
も
少
な
く

な
か
っ
た
が
、
活
発
に
ア
イ
デ

ア
が
交
わ
さ
れ
た
。
参
加
者
か

ら
は
「
単
組
に
持
ち
帰
っ
て
参

考
に
し
た
い
」「
積
極
的
に
ニ
ュ

ー
ス
を
発
行
し
、
青
女
部
の
活

動
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た

い
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

　
ま
た
会
議
の
中
で
は
、
加
藤

書
記
次
長
か
ら
労
働
組
合
、
新

聞
労
連
の
意
義
を
学
ん
だ
ほ

か
、
17
年
度
の
青
女
部
ニ
ュ
ー

ス
大
賞
に
選
出
さ
れ
た
４
作
品

　
新
聞
労
連
青
年
女
性
部
は
９

月
８
、
９
日
東
京
都
台
東
区
で

第
65
回
全
国
代
表
者
会
議
を
開

催
し
、
27
単
組
か
ら
39
人
が
参

加
し
た
。
２
０
１
７
年
度
の
吉

村
瑛
人
部
長
（
山
形
新
聞
労

組
）
ら
代
表
委
員
か
ら
18
年
度

の
新
体
制
へ
引
き
継
ぎ
が
行
わ

れ
た
他
、
労
連
本
部
・
加
藤
健

書
記
次
長
か
ら
の
講
和
、
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
日
頃

の
活
動
へ
の
意
識
を
高
め
た
。

　
新
聞
、
放
送
、
出
版
な
ど
の

マ
ス
コ
ミ
産
業
で
働
く
労
働
者

か
ら
な
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
（
日
本
マ
ス

コ
ミ
文
化
情
報
労
組
会
議
）

と
、
同
女
性
連
絡
会
は
７
月
18

日
〜
８
月
17
日
ま
で
、
メ
デ
ィ

ア
産
業
で
働
く
男
女
を
対
象

に
、
セ
ク
ハ
ラ
に
関
す
る
ｗ
ｅ

ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

　
女
性
２
３
３
名
、
男
性
１
９

４
名
、
そ
の
他
１
名
の
計
４
２

８
名
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。
そ

の
結
果
を
８
月
31
日
の
学
習
会

で
発
表
。
セ
ク
ハ
ラ
の
な
い
職

場
を
め
ざ
す
Ｍ
Ｉ
Ｃ
統
一
要
求

作
成
に
生
か
す
討
議
を
行
っ
た
。

　
調
査
結
果
で
は
「
セ
ク
ハ
ラ

を
受
け
た
経
験
が
あ
る
か
」
と

の
問
に
「
あ
る
」
と
回
答
し
た

の
は
２
０
２
名
47
・
２
％
。
こ

の
中
で
女
性
は
１
７
３
人
で
、

女
性
回
答
者
全
体
の
74
％
に
あ

た
っ
た
。

　
ま
た
、
受
け
た
時
期
に
関
し

て
は
（
複
数
回
答
）
１
年
以
内

が
40
・
５
％
５
年
以
内
が
45
・

３
％
、
６
〜
９
年
以
内
が
28
・

４
％
、
10
年
以
上
前
が
31
・
８

％
で
、
５
年
以
内
が
ト
ッ
プ
。

21
年
前
の
１
９
９
７
年
に
男
女

雇
用
均
等
法
に
、
性
的
嫌
が
ら

せ
へ
の
配
慮
が
盛
り
込
ま
れ
た

に
も
関
わ
ら
ず
セ
ク
ハ
ラ
は
無

く
な
っ
て
お
ら
ず
、
減
少
す
ら

し
て
い
な
か
っ
た
。

　
受
け
て
い
る
被
害
に
つ
い
て

は
「
結
婚
し
な
い
の
？
子
供
を

産
ま
な
い
の
？
」
な
ど
の
自
己

決
定
権
に
関
す
る
質
問
や
容
姿

や
年
齢
に
つ
い
て
の
か
ら
か

い
、
不
必
要
な
身
体
へ
の
接
触

が
ト
ッ
プ
３
を
占
め
た
。
被
害

を
受
け
た
女
性
の
半
数
以
上
の

91
人
が
不
必
要
な
身
体
へ
の
接

触
の
被
害
を
受
け
て
い
る
。

　
ま
た
、
命
に
関
わ
る
可
能
性

の
あ
る
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
を
受

け
た
の
は
男
女
で
13
人
、
ホ
テ

ル
に
誘
わ
れ
た
り
性
的
関
係
を

強
要
さ
れ
る
な
ど
の
犯
罪
行
為

の
被
害
も
男
女
で
34
人
も
あ
っ

た
。

　
加
害
者
の
年
代
別
で
は
50
歳

代
が
65
・
６
％
と
最
も
多
く
、

次
に
40
歳
代
。
立
場
別
で
は
社

内
の
先
輩
が
49
・
３
％
、
直
属

で
は
な
い
が
社
内
や
関
係
会
社

の
上
司
が
38
・
５
％
と
続
い

た
。
年
代
と
立
場
を
ク
ロ
ス
集

計
す
る
と
、
加
害
者
は
「
社
内

の
40
歳
代
」
が
最
多
と
な
っ
た
。

　
職
種
別
で
見
る
と
、
外
部
か

ら
の
セ
ク
ハ
ラ
の
存
在
も
明
ら

か
に
な
っ
た
。
外
勤
記
者
に
対

す
る
取
材
先
（
警
察
、
検
察
）

か
ら
の
加
害
は
38
・
９
％
。
取

材
先
の
内
、
警
察
、
検
察
、
地

方
・
国
家
公
務
員
、
政
治
家
か

ら
の
被
害
の
合
計
は
88
・
９
％

に
登
っ
た
。
そ
の
他
で
は
、
高

校
野
球
の
監
督
ら
、
自
衛
隊
な

ど
の
記
述
も
あ
っ
た
。

　
被
害
に
遭
っ
た
際
に
ど
う
感

じ
た
か
、
に
つ
い
て
は
、
男
女

と
も
「
と
て
も
不
快
」
で
「
相

手
に
憤
り
」
を
感
じ
、
そ
の
次

に
女
性
は
「
無
か
っ
た
こ
と
に

し
て
忘
れ
よ
う
」
と
試
み
、
男

性
は
「
仕
事
に
行
き
た
く
な
く

な
っ
た
」
と
感
じ
る
結
果
と
な

っ
た
。

　
受
け
た
セ
ク
ハ
ラ
の
種
類
に

よ
っ
て
ど
う
感
じ
る
人
が
多
い

か
が
異
な
る
と
い
う
結
果
が
出

た
。
被
害
を
受
け
て
「
死
に
た

い
ほ
ど
憂
鬱
に
な
る
」
人
が
多

い
の
は
「
意
図
的
に
性
的
な
噂

を
流
さ
れ
た
」
被
害
だ
っ
た
。

　
被
害
を
受
け
て
今
で
も
苦
し

ん
だ
り
、
悩
ん
だ
り
し
て
い
る

か
に
つ
い
て
は
、
少
し
あ
る
、

か
な
り
あ
る
、
非
常
に
あ
る
を

合
わ
せ
る
と
67
・
２
％
と
な

り
、
多
く
の
被
害
者
が
今
で
も

苦
し
ん
だ
り
悩
ん
だ
り
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
加
え
て
、
セ
ク
ハ
ラ
を
受
け

た
後
ど
こ
か
に
相
談
し
た
か
ど

う
か
に
関
し
て
は
74
・
２
％
が

「
し
な
か
っ
た
、
で
き
な
か
っ

た
」
と
回
答
。
そ
の
理
由
は

「
相
談
し
て
も
解
決
し
な
い
」

「
仕
事
に
支
障
が
で
る
か
ら
も

し
な
い
」
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
◇

　
右
記
の
結
果
を
ま
と
め
て
８

月
31
日
の
学
習
会
で
使
用
し
た

冊
子
（
ア
ン
ケ
ー
ト
概
要
、
集

計
結
果
、
特
徴
、
求
め
ら
れ
る

対
応
）
を
労
連
か
ら
デ
ー
タ
で

お
渡
し
で
き
ま
す
。
各
労
組
で

学
習
会
や
機
関
紙
で
ご
使
用
に

な
る
場
合
は
新
聞
労
連
労
働
安

全
衛
生
部
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。
フ
リ
ー
ア
ン
サ
ー
の
み
削

除
し
た
版
を
お
渡
し
い
た
し
ま

す
。
連
絡
先
メ
ー
ル
：jnpwu

@mxk.mesh.ne.jp

を
発
表
も
行
わ
れ
た
。

　
18
年
度
の
役
員
選
出
で
は
、

岡
本
直
也
部
長
（
全
徳
島
新
聞

労
組
）
の
就
任
が
承
認
さ
れ

た
。
18
年
度
活
動
方
針
の
テ
ー

マ
は
「
変
化
の
起
点
に
」。
全
国

学
習
集
会
や
各
地
連
な
ど
、
青

女
部
で
の
集
ま
り
を
起
点
に
、

過
去
を
嘆
く
の
で
は
く
、
今
を

変
え
よ
う
と
す
る
未
来
へ
の
意

志
を
強
く
持
ち
、
若
手
・
女
性

が
働
き
や
す
い
環
境
の
構
築

や
、
新
聞
の
在
り
方
に
つ
い
て

考
え
、
学
び
、
連
帯
を
深
め
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
最
後
は
恒
例
の
「
グ
ッ
ジ
ョ

ブ
三
唱
」。
阿
部
秀
哉
新
副
部

長
（
新
潟
日
報
労
組
）
の
「
グ

ッ
ジ
ョ
ブ
、
青
女
部
、
ダ
イ
ジ

ョ
ー
ブ
」
の
掛
け
声
に
合
わ
せ

て
参
加
者
が
拳
を
突
き
上
げ
、

新
体
制
で
の
青
女
部
活
動
の
活

性
化
に
向
け
、
決
意
を
新
た
に

し
た
。

　
18
年
度
青
年
女
性
部
は
来
年

２
月
と
５
月
、
部
長
・
副
部
長

の
出
身
地
連
で
あ
る
四
国
・
北

信
越
地
方
を
会
場
に
全
国
学
習

集
会
を
開
く
予
定
。
12
月
上
旬

に
第
１
回
代
表
委
員
会
を
開

き
、
開
催
日
程
や
場
所
、
学
習

テ
ー
マ
な
ど
を
決
め
る
。

【
青
年
女
性
部
長
・
岡
本
直
也
】

能登の国で学ぶ
　残す難しさを痛感　

⑳

　
９
月
上
旬
に
２
泊
３
日
、

能
登
半
島
を
旅
行
し
た
。
何

と
は
な
し
に
決
め
た
行
先
だ

っ
た
が
、
帰
っ
て
職
場
で
土

産
を
配
り
、
驚
い
た
。
数
人

の
先
輩
後
輩
が
「
俺
（
私
）

も
最
近
金
沢
に
行
っ
た
」
と

言
う
。
我
が
社
で
偶
然
の
金

沢
ブ
ー
ム
が
起
き
た
ら
し
い
。

　
足
軽
資
料
館
に
ひ
が
し
茶

屋
街
。
近
代
と
現
代
が
溶
け

合
っ
た
町
中
に
、
ぽ
か
り
と

木
造
の
“
島
”
が
現
れ
る
。

「
戦
災
や
震
災
に
遭
わ
な
か

っ
た
か
ら
」。
街
の
つ
く
り
に

つ
い
て
、
地
元
の
方
が
教
え

て
く
れ
た
。

　
思
い
返
せ
ば
、
出
身
の
埼

玉
で
も
現
住
の
千
葉
で
も
、

「
江
戸
時
代
」
が
売
り
の
観

光
エ
リ
ア
は
土
塀
を
巡
ら
せ

た
武
家
屋
敷
か
土
蔵
が
目
立

つ
。

　
東
日
本
大
震
災
直
後
、
文

化
遺
産
の
蔵
の
、
歪
ん
で
閉

じ
な
い
鉄
扉
に
悩
む
千
葉
・

香
取
の
店
主
と
話
し
た
。
堅

牢
な
土
蔵
も
ま
た
、
維
持
に

は
相
当
に
困
難
が
伴
う
。

　「
残
っ
て
い
く
」
と
は
難
し

い
。
豊
臣
の
重
臣
か
ら
徳
川

の
大
名
と
な
っ
た
前
田
家
の

膝
元
で
痛
感
す
る
旅
行
と
な

っ
た
。
　

関東地連選出中央執行委員

村山 健太（千葉日報労組）

活
動
の
活
性
化
議
論

青
女
部
が
全
国
代
表
者
会
議

木造建築がひしめく「ひがし茶屋街」
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情
報
を
共
有
し
、
１
回
あ
た
り

の
会
議
は
１
時
間
か
ら
１
時
間

半
。

　
時
間
が
計
算
で
き
る
と
、
子

セ
ク
ハ
ラ
へ
の
対
応
急
務

パ
ネ
ル
討
論
詳
報

　
執
行
部
セ
ミ
ナ
ー
の
パ
ネ
ル
討
論
で
は
、毎
日
新
聞
労
組
前
情
報
部
長
の
吉
永
磨
美
さ
ん
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
と
な
り
、全
下
野
新
聞
労
組
委
員
長
の
小
林
睦
美
さ
ん
、上
毛
新
聞
労
組

前
委
員
長
の
大
貫
秀
美
さ
ん
、琉
球
新
報
労
組
元
書
記
長
の
與
那
覇
裕
子
さ
ん
が
参
加
。セ
ク

ハ
ラ
問
題
へ
の
対
応
や
女
性
が
関
わ
り
や
す
い
組
合
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
し
た
。主

な
や
り
と
り
は
以
下
の
通
り
。

　
吉
永
　
新
聞
労
連
な
ど
が
加

盟
す
る
日
本
マ
ス
コ
ミ
文
化
情

報
労
組
会
議
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
）
が
７

～
８
月
に
実
施
し
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
女
性
の
７
割

以
上
が
セ
ク
ハ
ラ
被
害
に
遭

い
、
被
害
を
受
け
た
人
の
２４
・

　
與
那
覇
　
専
従
の
書
記
長
に

な
っ
た
時
、
誰
も
が
関
わ
り
や

す
い
よ
う
に
ま
ず
は
会
議
を
コ

ン
パ
ク
ト
に
し
た
。
メ
ー
ル
で

１
％
が
「
仕
事
に
行
き
た
く
な

く
な
っ
た
」
と
回
答
し
た
。
セ

ク
ハ
ラ
対
策
を
労
組
と
し
て
取

り
組
む
絶
好
の
根
拠
だ
。

　
小
林
　
こ
れ
か
ら
入
社
し
て

く
る
人
た
ち
に
同
じ
つ
ら
い
思

い
を
さ
せ
た
く
な
い
。

　
読
売
は
２
０
１
２
年
に
労
使

協
議
機
関
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
Ｗ
Ｌ
Ｂ
）
協

議
会
を
発
足
し
た
。
財
務
省
の

セ
ク
ハ
ラ
問
題
を
受
け
、
会
社

は
社
外
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
の

指
針
を
発
表
し
た
。

　
Ｗ
Ｌ
Ｂ
協
議
会
で
は
公
休
や

連
続
休
暇
促
進
、
育
児
や
介
護

な
ど
を
議
論
。
特
徴
的
な
の
は

連
続
休
暇
促
進
策
で
、
７
日
連

続
休
暇
等
の
取
得
に
際
し
「
休

暇
届
兼
報
告
書
」
を
労
務
担
当

役
員
と
労
組
委
員
長
に
提
出
さ

せ
る
こ
と
。
取
得
率
が
低
い
職

場
で
休
み
を
取
り
や
す
く
す
る

工
夫
だ
。
組
合
要
求
で
社
が
作

っ
た
勤
務
時
間
管
理
委
員
会
で

は
、
働
き
方
改
善
の
進
捗
状
況

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
１８
年

度
は
部
署
を
越
え
た
改
善
策
の

進
捗
状
況
を
検
証
す
る
予
定
だ
。

中
執
「
全
員
男
性
は
不
自
然
」

各
単
組
か
ら
の
報
告

Ｗ
Ｌ
Ｂ
の
課
題
促
進

読
売
労
組　

本
田
克
樹 

委
員
長

デ
ジ
タ
ル
優
先
の
働
き
方

日
経
労
組　

羽
鳥
大
介 

委
員
長

　
日
経
は
紙
面
の
締
め
切
り
を

待
た
ず
に
電
子
版
で
速
報
を
流

す
「
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
」

に
取
り
組
み
、
長
時
間
労
働
を

サ
イ
ト
で
見
直
し
公
開

　
朝
日
で
は
、働
き
方
改
革
協

議
会
で
目
標
の
達
成
度
を
検
証

し
た
。社
内
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

で
進
捗
状
況
な
ど
を
確
認
で
き

る
情
報
公
開
が
始
ま
っ
た
。

　
社
長
は
働
き
方
改
革
を
最
重

要
課
題
と
強
調
す
る
が
、要
員

減
と
仕
事
増
で
職
場
は
悲
鳴
を

あ
げ
て
い
た
。２
０
１
６
年
度
、

健
康
確
保
の
対
応
が
必
要
な
措

置
基
準
時
間
が
月
１
８
０
時
間

以
上
だ
っ
た
の
は
２
０
０
人
弱

い
る
こ
と
も
わ
か
り
、命
の
問
題

と
し
て
対
応
を
急
が
せ
た
。

　
働
き
方
協
議
会
は
組
合
要
求

で
設
置
。
１７
年
度
目
標
を
①
措

置
基
準
時
間
月
１
８
０
時
間
以

上
の
人
を
な
く
す
、
②
同
月
１

組
合
が
働
き
方
診
断

共
同
労
組　

西
村　

誠 

委
員
長

解
消
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
紙
か
ら
デ
ジ
タ
ル
中
心
に
発

想
を
変
え
る
目
的
に
つ
い
て
、

会
社
は
読
者
ニ
ー
ズ
の
変
化
や

優
秀
な
人
材
確
保
を
挙
げ
る
。

最
近
の
読
者
は
ス
マ
ホ
で
ニ
ュ

ー
ス
を
読
み
、
若
い
記
者
も
仕

事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視

す
る
か
ら
だ
。

　
実
現
に
は
業
務
の
断
捨
離
や

裁
量
制
と
編
集
の
再
編

毎
日
労
組
　
吉
川
雄
策 

西
部
支
部
長

朝
日
労
組

中
塚
久
美
子 

前
労
働
環
境
対
策
部
長

０
０
時
間
以
上
の
職
場
を
な
く

す
、
③
公
休
消
化
率
平
均
８０
％

未
満
の
人
・
職
場
を
な
く
す
こ

と
と
し
た
。
実
際
は
①
が
１
桁

に
減
り
、
②
は
ほ
ぼ
達
成
、
③

は
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

　
１７
年
に
社
が
公
表
し
た「
働

き
方
改
革
報
告
書
」に
基
づ
き
、

組
合
は
目
標
項
目
ご
と
に
進
捗

状
況
を
監
視
し
、働
き
方
改
革

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
る
。

　
電
通
の
新
入
社
員
の
過
労
自

死
が
労
災
認
定
さ
れ
た
後
の
１６

年
１２
月
、
社
は
働
き
方
改
革
チ

ー
ム
を
発
足
。
１７
年
５
月
に

は
、
働
き
方
改
革
報
告
書
を
発

表
し
た
。

　
報
告
書
の
内
容
は
①
年
間
１

０
０
日
以
上
の
休
日
取
得
②
繁

忙
職
場
で
も
時
間
外
・
休
日
労

働
２
カ
月
平
均
で
１
０
０
時
間

未
満
に
す
る
③
産
休
育
休
で
減

員
し
た
２
～
４
人
支
局
は
最
優

先
で
解
消
④
在
宅
勤
務
や
短
時

間
勤
務
な
ど
働
き
方
の
多
様
化

を
進
め
る
―
の
４
本
柱
。

　
組
合
は
掛
け
声
で
終
わ
ら
せ

な
い
た
め
、
社
に
事
後
点
検
す

る
こ
と
を
提
案
。
一
覧
表
を
つ

く
り
項
目
ご
と
に
進
捗
状
況
を

診
断
し
た
。
休
日
取
得
率
は
前

進
し
た
が
、
業
務
改
廃
は
進
ん

　
熊
本
・
鹿
児
島
・
宮
崎
の
３

地
域
面
を
統
合
し
、
宮
崎
県
北

部
で
「
宮
崎
面
」
の
発
行
を
始

め
た
毎
日
西
部
本
社
の
紙
面
再

編
問
題
と
、
裁
量
労
働
制
導
入

の
交
渉
状
況
を
報
告
す
る
。

　
編
集
再
編
の
社
の
狙
い
は
、

印
刷
経
費
削
減
と
福
岡
へ
の
要

員
集
約
だ
。
し
か
し
地
域
面
を

統
合
す
る
と
地
元
の
情
報
量
が

少
な
く
な
り
、
ラ
テ
面
も
三
県

南
委
員
長
を

議
長
に
選
出

　
　
M
I
C
総
会

　
会
社
の
窓
口
に
は
相
談
ゼ
ロ

で
も
、
女
性
た
ち
に
聞
く
と
窓

口
に
上
が
っ
て
い
な
い
も
の
が

あ
る
。

　
大
貫
　
こ
れ
ま
で
苦
し
ん
で

い
る
人
が
い
て
も
「
我
慢
で
き

る
よ
ね
」
と
接
し
て
い
な
か
っ

時
間
短
縮
が
参
加
の
カ
ギ

ど
も
の
お
迎
え
や
取
材
に
も
行

き
や
す
い
。
そ
の
代
わ
り
、
前

さ
ば
き
を
す
る
三
役
の
手
当
を

増
や
し
た
。

　
大
貫
　「
組
合
幹
部
は
男

性
」
と
い
う
意
識
が
少
な
か
ら

ず
あ
っ
た
が
、「
積
極
的
に
引
き

受
け
て
声
を
上
げ
て
い
く
こ
と

も
必
要
」
と
覚
悟
を
決
め
、
委

員
長
を
引
き
受
け
た
。

　
８
人
の
執
行
部
に
３
期
連
続

で
女
性
が
３
人
入
り
、
女
性
や

子
育
て
を
し
て
い
る
組
合
員
の

目
線
の
意
見
が
通
り
や
す
く
な

っ
て
い
る
。

た
だ
ろ
う
か
。「
声
を
上
げ
て
も

い
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

出
す
こ
と
が
大
事
だ
。

　
與
那
覇
　
会
社
側
に
は
交
渉

の
た
び
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応

に
つ
い
て
聞
く
よ
う
に
し
て
い

る
。

　
琉
球
新
報
で
は
紙
面
で
も
男

　
吉
永
　
意
思
決
定
に
女
性
が

関
わ
る
こ
と
が
必
要
だ
。「
労

組
役
員
の
女
性
比
率
３
割
以

上
」
の
目
標
を
決
め
た
本
部
の

中
央
執
行
委
員
会
（
中
執
）
に

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
し
た
が
、

女
性
の
委
員
は
い
な
か
っ
た
。

　
與
那
覇
　
１５
～
１６
年
に
労
連

の
中
執
を
務
め
た
が
紅
一
点

で
、今
は
ゼ
ロ
。新
聞
社
に
女
性

大
貫
秀
美
さ
ん

吉
永
磨
美
さ
ん

與
那
覇
裕
子
さ
ん

小
林
睦
美
さ
ん

　
就
業
規
則
の
改
正
で
社
外
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
規
定
を
８
月

１
日
に
制
定
。
指
針
の
中
で

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
被
害
に
悩
む
従

業
員
に
我
慢
を
強
い
て
ま
で
遂

行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
取
材

や
営
業
は
な
い
」
こ
と
を
宣
言

し
た
。

　
Ｗ
Ｌ
Ｂ
の
課
題
に
終
わ
り
は

な
い
。
繁
忙
感
を
ど
う
な
く
す

か
等
、
改
善
を
求
め
て
い
く
。

降
版
の
前
倒
し
、「
電
子
版
に

掲
載
さ
れ
て
い
れ
ば
特
落
ち
と

し
な
い
」
と
い
っ
た
意
識
改
革

が
必
要
に
な
る
。
夜
遅
く
ま
で

残
る
記
者
が
減
る
な
ど
成
果
は

出
つ
つ
あ
る
。

　
一
方
で
日
中
に
取
材
と
原
稿

執
筆
を
こ
な
す
た
め
労
働
密
度

は
高
ま
っ
た
。
残
業
時
間
が
減

れ
ば
時
間
外
関
連
手
当
も
減
る
。

　
組
合
は
会
社
と
の
協
議
を
通

じ
、
組
合
員
が
働
き
方
改
革
を

「
や
ら
さ
れ
て
い
る
」
と
感
じ
る

こ
と
な
く
、
自
ら
積
極
的
に
取

り
組
め
る
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
る
。

　
１８
年
度
か
ら
社
内
サ
イ
ト
に

「
働
き
方
改
革
」
専
用
ペ
ー
ジ
が

で
き
、
部
門
別
の
仕
事
見
直
し

や
会
社
の
働
き
方
改
革
の
進
捗

状
況
が
わ
か
る
。
今
後
も
組
合

は
監
視
し
て
い
く
。

性
の
本
音
を
聞
く
座
談
会
を
実

施
し
た
が
、
男
性
も
一
緒
に
問

題
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
。

　
小
林
　
時
短
勤
務
制
度
を
利

用
中
で
迷
っ
た
が
、「
私
が
や
れ

ば
み
ん
な
も
で
き
る
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
れ
ば
本
望
だ

と
思
い
、
委
員
長
に
な
っ
た
。

多
様
性
を
持
っ
た
持
続
可
能
な

組
合
を
作
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
夕

方
以
降
だ
っ
た
会
社
と
の
交
渉

も
、
午
後
の
早
い
時
間
か
ら
始

め
、
夕
方
に
は
終
わ
る
よ
う
改

が
増
え
て
い
る
の
だ
か
ら
、意
思

決
定
機
関
の
あ
り
方
と
し
て
考

え
な
い
と
い
け
な
い
。

　
小
林
　
共
感
力
が
高
い
の
が

女
性
の
特
徴
だ
。
ほ
か
に
も
女

性
が
い
る
と
安
心
感
が
あ
る

し
、
相
談
し
や
す
い
。

　
吉
永
　
最
低
３
人
、
理
想
は

男
女
半
々
に
し
た
い
。

　
大
貫
　
女
性
が
５
人
ぐ
ら
い

の
情
報
が
押
し
込
め
ら
れ
て
読

者
に
戸
惑
い
が
あ
る
。
組
合
は

社
員
の
負
担
増
を
監
視
し
、
紙

面
の
統
合
と
人
の
集
約
は
切
り

分
け
て
対
応
し
て
い
る
。

　
編
集
外
勤
の
裁
量
労
働
制
の

導
入
問
題
は
、
２
０
１
７
年
１

月
の
会
社
提
案
以
来
、
時
間
を

か
け
て
丁
寧
に
交
渉
し
て
い

る
。
同
年
１０
月
に
健
康
管
理
を

目
的
と
し
た
労
働
時
間
把
握
の

自
己
申
告
制
を
試
験
導
入
し

た
。
組
合
は
時
短
と
労
働
時
間

の
把
握
を
優
先
し
、
賃
金
カ
ッ

ト
な
し
で
、
働
き
方
の
具
体
的

な
改
善
に
つ
な
が
る
交
渉
を
目

指
し
た
い
。

で
い
な
い
。
今
後
、
組
合
員
ア

ン
ケ
ー
ト
を
す
る
予
定
で
、
結

果
を
基
に
社
に
提
案
し
て
い
く
。

め
た
。

　
女
性
が
入
る
こ
と
で
切
実
な

思
い
を
会
社
に
直
接
届
け
ら

れ
、
セ
ク
ハ
ラ
対
策
な
ど
の
回

答
も
得
て
い
る
。

い
て
い
い
。
ど
ん
な
組
織
で
も

全
員
男
性
は
不
自
然
だ
。

　
日
本
マ
ス
コ
ミ
文
化
情
報
労

組
会
議
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
）
は
９
月
29

日
、
東
京
都
内
で
第
５７
回
定
期

総
会
を
開
き
、
小
林
基
秀
・
前

新
聞
労
連
委
員
長
の
後
任
の
議

長
に
南
彰
・
新
聞
労
連
委
員
長

を
選
出
し
た
。

　
北
海
道
新
聞
に
復
帰
し
た
小

林
前
議
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
め
ぐ
る
寄
稿
や
企

画
が
批
判
さ
れ
休
刊
に
な
っ
た

「
新
潮
45
」や
セ
ク
ハ
ラ
の
問
題

に
つ
い
て
、「
社
会
の
少
数
派
へ

の
リ
ス
ペ
ク
ト
が
な
い
」と
指

摘
。「
社
会
全
体
を
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
し
て
い
く
の
が
人
間
の
人
間

た
る
ゆ
え
ん
だ
。メ
デ
ィ
ア
の

労
働
組
合
と
し
て
半
歩
先
に
訴

え
か
け
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
」と
呼
び
か
け
た
。

　
ま
た
、
南
議
長
は
就
任
あ
い

さ
つ
で
「
２
０
２
０
年
に
向
け

て
よ
り
よ
い
日
本
社
会
に
な
る

一
翼
を
Ｍ
Ｉ
Ｃ
が
担
っ
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　
こ
の
日
の
大
会
で
は
、
２
０

１
９
年
度
活
動
方
針
を
決
定
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
撲
滅
に
向
け

て
、
会
社
側
に
要
求
す
る
「
統

一
要
求
書
」
案
も
確
認
し
た
。
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主
に
新
幹
線
沿
線
の
地
方
紙

な
ど
の
労
組
で
つ
く
る
「
新
幹

線
拡
大
１６
者
共
闘
」
の
東
京
会

議
が
９
月
２７
～
２８
日
、
文
京
区

内
で
開
か
れ
、
１３
単
組
の
組
合

員
と
労
連
本
部
や
近
畿
地
連
の

役
員
ら
計
４４
人
が
参
加
し
た
。

　
初
日
の
学
習
会
で
は
、
全
労

働
省
労
働
組
合
の
森
崎
巌
委
員

長
（
元
労
働
基
準
監
督
官
）
が

働
き
方
改
革
関
連
法
や
裁
量
労

働
制
な
ど
に
つ
い
て
講
演
。

「
新
聞
社
の
裁
量
労
働
制
の
多

北
信
越
地
連
が
定
期
大
会

慰
安
婦
記
事
「捏
造
」根
拠
に
誤
り

植
村
訴
訟 

西
岡
氏
が
認
め
る

　
元
朝
日
新
聞
記
者
の
植
村
隆

氏
が
、
従
軍
慰
安
婦
に
つ
い
て

書
い
た
記
事
を
「
捏
造
（
ね
つ

ぞ
う
）」
と
決
め
つ
け
ら
れ
、
名

誉
を
傷
つ
け
ら
れ
た
と
し
て
、

文
芸
春
秋
社
と
西
岡
力
・
元
東

京
基
督
教
大
教
授
に
損
害
賠
償

な
ど
を
求
め
た
訴
訟
の
口
頭
弁

論
が
９
月
５
日
、
東
京
地
裁
で

あ
り
、
西
岡
氏
が
初
め
て
証
言

し
た
。

　
西
岡
氏
は
捏
造
と
し
た
根
拠

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
元
慰
安

婦
が
日
本
政
府
を
提
訴
し
た
民

事
訴
訟
の
訴
状
の
記
載
や
当
時

の
韓
国
紙
の
報
道
を
挙
げ
て
い

た
が
、
い
ず
れ
も
事
実
関
係
の

引
用
を
誤
っ
て
い
た
こ
と
を
認

め
た
。
ま
た
、
一
般
的
に
は
意

図
的
な
事
実
関
係
の
ね
じ
曲
げ

を
意
味
す
る
捏
造
の
定
義
に
つ

い
て
「
誤
り
よ
う
の
な
い
重
大

な
事
実
誤
認
」
と
主
張
す
る
独

自
の
解
釈
を
展
開
し
た
。

　
植
村
氏
は
１
９
９
１
年
８

月
、
韓
国
内
で
初
め
て
元
慰
安

婦
と
し
て
名
乗
り
出
た
女
性
の

記
事
を
朝
日
新
聞
に
掲
載
し

た
。
西
岡
氏
は
こ
の
記
事
に
つ

い
て
「『
女
子
挺
身
隊
の
名
で
戦

場
に
連
行
』
と
い
う
本
人
が
述

べ
て
い
な
い
経
歴
を
加
え
た
」

「
親
に
４０
円
で
売
ら
れ
た
経
緯

を
書
か
な
か
っ
た
」
な
ど
と
主

張
。
２
０
１
４
年
２
月
６
日
号

の
「
週
刊
文
春
」
の
「〝
慰
安
婦

捏
造
〟
朝
日
新
聞
記
者
が
お
嬢

様
女
子
大
教
授
に
」
と
の
見
出

し
の
記
事
で
「
女
性
は
親
に
身

売
り
さ
れ
て
慰
安
婦
に
な
っ
た

と
訴
状
に
書
き
、
韓
国
紙
の
取

材
に
も
そ
う
答
え
て
い
る
。
植

村
氏
は
そ
う
し
た
事
実
に
触
れ

ず
に
強
制
連
行
が
あ
っ
た
か
の

よ
う
に
記
事
を
書
い
て
お
り
、

捏
造
記
事
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
コ
メ
ン
ト

し
て
い
た
。

　
こ
の
記
事
を
き
っ
か
け
に
、

植
村
氏
が
就
職
内
定
し
て
い
た

大
学
に
抗
議
や
嫌
が
ら
せ
の
電

話
と
メ
ー
ル
が
殺
到
、
再
就
職

は
破
談
し
た
。
週
刊
文
春
は
、

そ
の
後
も
同
年
８
月
１４
・
２１
日

号
に
「
慰
安
婦
火
付
け
役
朝
日

新
聞
記
者
は
お
嬢
様
女
子
大
ク

ビ
で
北
の
大
地
へ
」
と
の
続
報

を
掲
載
。
植
村
氏
の
娘
の
実

名
、
学
校
名
、
顔
写
真
が
ネ
ッ

ト
上
に
さ
ら
さ
れ
、「
必
ず
殺

す
」
と
書
か
れ
た
脅
迫
状
が
届

く
な
ど
バ
ッ
シ
ン
グ
が
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
た
。

　
こ
の
日
の
尋
問
で
「
親
に
身

売
り
さ
れ
た
」
と
の
記
載
が
、

訴
状
に
も
韓
国
紙
の
記
事
に
も

な
い
と
指
摘
さ
れ
た
西
岡
氏
は

「
覚
え
て
い
な
い
」
と
述
べ
、
誤

り
を
認
め
た
。
元
慰
安
婦
の
女

　
新
聞
労
連
北
信
越
地
連
は
９

月
１０
、
１１
の
両
日
、
富
山
市
の

県
民
会
館
で
２
０
１
８
年
度
の

定
期
大
会
を
開
き
、
セ
ク
ハ
ラ

を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
撲
滅
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
長
時
間
労
働
の

是
正
と
監
視
を
進
め
て
い
く
こ

と
を
盛
り
込
ん
だ
活
動
方
針
を

承
認
し
た
。
大
会
に
は
新
潟
日

報
、
信
濃
毎
日
新
聞
、
長
野
日

報
、
福
井
新
聞
、
北
日
本
新
聞

の
各
単
組
か
ら
、
青
年
女
性
協

議
会
の
メ
ン
バ
ー
を
含
め
て
約

５０
人
が
出
席
し
た
。

　
新
た
な
役
員
体
制
も
決
定

　
中
国
地
連
の
２
０
１
８
年
度

定
期
総
会
が
９
月
９
日
、
岡
山

市
北
区
の
サ
ン
・
ピ
ー
チ
岡
山

で
あ
っ
た
。
中
労
委
、
岡
山
県

労
委
で
続
く
山
陽
新
聞
労
組
へ

の
不
当
労
働
行
為
を
巡
る
争
議

支
援
の
在
り
方
を
話
し
合
っ
た

ほ
か
、
役
員
改
選
を
行
っ
た
。

　
大
雨
に
よ
る
交
通
影
響
で
山

陰
中
央
新
報
労
組
が
参
加
を
見

合
わ
せ
た
。
中
国
新
聞
労
組
か

ら
は
１７
年
度
の
石
川
昌
義
・
地

連
委
員
長
の
ほ
か
、
８
月
末
に

発
足
し
た
新
執
行
部
の
里
田
明

美
委
員
長
、
和
田
木
健
史
書
記

長
に
加
え
、
小
島
正
和
前
書
記

長
が
参
加
。
山
陽
労
組
の
３
人

と
労
連
本
部
の
相
川
和
男
書
記

長
、
委
員
長
候
補
の
南
彰
さ
ん

（
朝
日
新
聞
労
組
）
を
交
え
、

争
議
対
策
を
協
議
し
た
。

　
一
時
金
の
払
い
渋
り
問
題
に

加
え
、
組
合
の
活
動
方
針
を
理

由
に
組
合
員
を
印
刷
職
場
か
ら

締
め
出
す
不
当
人
事
問
題
に
直

面
す
る
山
陽
労
組
を
支
え
る
た

め
、
地
連
ニ
ュ
ー
ス
を
積
極
的

に
発
行
し
て
山
陽
新
聞
の
社
内

世
論
に
働
き
掛
け
て
い
く
方
針

な
ど
を
確
認
。
山
陽
労
組
の
藤

井
正
人
書
記
長
は
「
印
刷
職
場

を
追
わ
れ
た
２
人
の
う
ち
１
人

は
定
年
退
職
ま
で
あ
と
１
年

半
。
会
社
は
自
主
的
な
判
断
で

不
当
人
事
を
撤
回
す
る
べ
き

だ
」
と
訴
え
た
。

　
役
員
改
選
で
は
、
新
委
員
長

に
山
陰
中
央
労
組
の
板
垣
敏
郎

さ
ん
を
選
出
。
地
連
選
出
の
労

連
中
執
に
は
中
国
労
組
の
小
島

前
書
記
長
が
就
い
た
。
空
席

だ
っ
た
副
委
員
長
に
石
川
前
委

員
長
を
充
て
、
山
陽
労
組
の
争

議
支
援
態
勢
を
強
化
す
る
。

【
中
国
新
聞
労
組
・
石
川
昌
義
】

し
、
委
員
長
に
酒
井
哲
彦
北
日

本
新
聞
労
組
副
執
行
委
員
長
が

就
き
、「
各
単
組
の
連
携
を
大

切
に
し
て
、
多
く
の
課
題
に
対

処
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　
奥
井
実
１７
年
度
委
員
長
（
北

日
本
新
聞
労
組
）
も
あ
い
さ
つ

し
、「
組
合
員
の
働
き
や
す
い
環

境
を
整
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
強
調
。
来
賓
の
相

川
和
男
新
聞
労
連
書
記
長
は

性
が
挺
身
隊
だ
っ
た
と
明
言

し
、「
強
制
的
に
引
っ
張
っ
て
い

か
れ
た
」
と
記
者
会
見
で
述
べ

る
当
時
の
ニ
ュ
ー
ス
映
像
も
、

証
拠
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
東
京
地
裁
の
訴
訟
は
、
１１
月

２８
日
の
次
回
弁
論
で
結
審
の
見

込
み
。
同
月
９
日
に
は
、
同
様

に
桜
井
よ
し
こ
氏
や
新
潮
社
な

中国労組新役員が

組合の大切さ学ぶ
新入組合員の研修会も

 

中
国
新
聞
労
組
は
９
月
１５
日
、

労
組
の
新
役
員
勉
強
会
と
新
入

組
合
員
研
修
会
を
広
島
市
中
区

の
中
国
新
聞
ビ
ル
で
開
い
た
。

　
新
役
員
勉
強
会
に
は
同
労
組

の
執
行
委
員
、
中
央
委
員
２２
人

が
参
加
。午
前
中
は
荒
木
紀
貴
・

前
委
員
長
と
小
島
正
和
・
前
書

記
長
（
現
同
労
組
特
別
執
行
委

員
・
労
連
中
執
）
が
「
中
国
新

聞
労
働
組
合
と
は
」
と
題
し
ガ

イ
ダ
ン
ス
を
行
っ
た
。
小
島
氏

は
「
組
合
の
大
切
さ
は
普
段
意

識
さ
れ
な
い
が
、
今
の
労
働
条

件
は
先
輩
方
が
交
渉
で
勝
ち

取
っ
た
も
の
。
関
心
が
あ
る
人

だ
け
が
活
動
す
る
の
で
は
な
く

『
組
合
＝
皆
さ
ん
』
の
意
識
を
」

と
訴
え
た
。

　
午
後
に
は
伊
藤
明
弘
・
新
聞

労
連
書
記
次
長
が「
組
合
活
動
・

経
営
分
析
に
つ
い
て
」
と
題
し

講
演
。「
新
聞
社
は
人
が
最
大

の
キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
。
だ
か

ら
人
へ
の
投
資
が
今
こ
そ
求
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
右

肩
下
が
り
の
状
況
下
で
も
賃
上

げ
は
必
要
」
と
強
調
し
た
。

　
並
行
し
て
行
わ
れ
た
新
入
組

合
員
研
修
会
に
は
今
春
入
社
の

１０
人
と
７
月
入
社
の
１
人
が
参

加
。
石
川
昌
義
・
同
労
組
元
書

口頭弁論後の報告集会で話す植村隆氏（高波淳撮影）

く
は
違
法
。
出
勤
や
退
社
の
時

刻
を
は
じ
め
、
相
当
な
裁
量
が

な
け
れ
ば
要
件
を
欠
く
。
違
法

で
過
労
死
が
起
き
た
ら
大
変
な

こ
と
だ
」
と
語
気
を
強
め
た
。

　
同
一
労
働
同
一
賃
金
に
関
し

て
は
「
手
当
の
格
差
を
相
当
直

さ
な
い
と
、
裁
判
に
な
れ
ば
会

社
側
が
負
け
る
だ
ろ
う
」。
労

基
署
の
立
ち
入
り
検
査
や
指
導

の
実
態
に
つ
い
て
も
参
加
者
か

ら
質
問
が
相
次
ぎ
、
熱
の
こ
も

っ
た
学
習
会
と
な
っ
た
。

　
翌
日
は
墨
田
区
一
帯
で
「
ニ

ュ
ー
ス
の
現
場
」
視
察
。
関
東

大
震
災
時
に
「
朝
鮮
人
が
暴
動

を
起
こ
し
た
」「
井
戸
に
毒
を
投

げ
込
ん
だ
」
な
ど
の
デ
マ
と
差

別
に
よ
っ
て
多
数
の
朝
鮮
人
が

虐
殺
さ
れ
た
現
場
を
、
研
究
者

の
西
崎
雅
夫
さ
ん
（
元
中
学
教

諭
）
の
案
内
で
歩
き
、
生
存
者

や
目
撃
者
の
証
言
に
よ
る
当
時

の
凄
惨
な
状
況
を
聞
い
た
。

　
虐
殺
を
め
ぐ
っ
て
は
、
小
池

百
合
子
都
知
事
が
昨
年
か
ら
追

「新
聞
社
の
裁
量
制
は
違
法
」

労
基
の
視
点
か
ら
学
ぶ

新
幹
線
共
闘

「
新
聞
業
界
は
報
道
と
い
う
社

会
的
使
命
か
ら
、
超
長
時
間
労

働
と
い
う
問
題
に
目
を
そ
む
け

て
き
た
。
一
人
一
人
が
働
き
方

を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　
各
単
組
の
１７
年
度
の
活
動
報

告
も
あ
り
、
試
行
的
に
「
裁
量

労
働
制
」
を
導
入
し
た
こ
と
な

ど
、
働
き
方
改
革
の
取
り
組
み

状
況
が
紹
介
さ
れ
た
。【
北
日

本
新
聞
労
組
・
高
橋
良
輔
】

ど
を
訴
え
た
札
幌
訴
訟
で
判
決

が
言
い
渡
さ
れ
る
。

　
新
聞
労
連
が
１４
年
１０
月
に

「
脅
迫
や
個
人
攻
撃
に
よ
る
言

論
封
殺
を
許
さ
な
い
」
と
の
声

明
を
出
し
て
以
来
、
支
援
し
て

き
た
法
廷
闘
争
も
大
詰
め
を
迎

え
て
い
る
。

【
共
同
通
信
労
組
・
新
崎
盛
吾
】

悼
文
を
出
さ
な
く
な
る
な
ど
、

歴
史
否
定
の
動
き
が
強
ま
る
。

西
崎
さ
ん
は
「
震
災
の
死
者
と

虐
殺
の
犠
牲
者
で
は
性
質
が
全

く
違
う
。
首
長
が
頬
か
む
り
す

る
の
は
危
険
だ
」
と
訴
え
た
。

中
国
地
連
が
定
期
総
会

山
陽
労
組
の
支
援
強
化

新
委
員
長
に
酒
井
氏

新
幹
線
共
闘
会
議
で
講
師

の
話
に
聞
き
入
る
参
加
者

　
日
本
マ
ス
コ
ミ
文
化
情
報
労

組
会
議
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
）
と
全
労
連
、

純
中
立
労
働
組
合
懇
談
会
の
三

者
が
つ
く
る
全
国
労
働
委
員
会

対
策
会
議
は
９
月
２５
日
、
厚
生

労
働
省
を
訪
れ
、
中
央
労
働
委

員
会
労
働
者
委
員
に
、
同
対
策

会
議
推
薦
の
田
中
広
喜
新
聞
労

連
書
記
ら
を
任
命
す
る
よ
う
同

省
に
要
請
し
、
同
席
し
た
各
産

別
の
代
表
者
ら
が
推
薦
書
を
手

渡
し
た
。

　
要
請
行
動
で
田
中
書
記
は

「
マ
ス
コ
ミ
、
メ
デ
ィ
ア
出
身
の

委
員
は
今
ま
で
い
な
い
。
長
時

間
労
働
の
是
正
に
取
り
組
み
た

い
」
と
述
べ
た
。
中
労
委
の
労

働
者
委
員
１５
人
の
う
ち
、
同
対

策
会
議
の
推
薦
候
補
の
任
命
は

こ
こ
５
年
で
わ
ず
か
１
人
。
依

然
連
合
推
薦
の
労
組
出
身
委
員

の
独
占
が
続
い
て
い
る
。

　
要
請
に
対
応
し
た
厚
労
省
労

働
基
準
局
労
働
関
係
法
課
の
坂

本
裕
一
課
長
補
佐
は
「
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
紛
争
の
類

型
も
多
様
化
し
て
お
り
、
現
場

の
実
態
を
熟
知
し
た
人
材
を
任

命
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

公
正
任
命
要
請

対
策
会
議

田
中
書
記
が
退
職

　
新
聞
労
連
本
部
書
記
の
田
中

広
喜
さ
ん
が
９
月
３０
日
付
で
労

連
本
部
書
記
局
を
退
職
さ
れ
ま

し
た
。

　
田
中
さ
ん
は
１
９
８
９
年
４

月
の
入
局
。
こ
の
頃
は
均
等
法

施
行
か
ら
３
年
が
経
過
し
青
年

婦
人
部
運
動
が
盛
り
上
が
り
、

各
社
に
ワ
ー
プ
ロ
導
入
の
提
案

が
な
さ
れ
る
な
ど
の
動
き
が
あ

っ
た
と
同
時
に
、
総
評
解
散
に

よ
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
に

関
す
る
課
題
が
討
議
さ
れ
た
時

代
で
し
た
。

　
田
中
さ
ん
は
そ
の
中
で
、
賃

金
・
社
会
保
障
部
を
主
に
、
青

年
女
性
部
、
機
関
紙
、
産
業
政

策
を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。
春

闘
や
一
時
金
闘
争
時
の
要
を
担

い
、
諸
手
当
・
休
日
休
暇
な
ど

を
ま
と
め
、
賃
金
関
係
資
料
を

作
成
し
て
き
ま
し
た
。
長
い
間

ご
苦
労
様
で
し
た
。

労
働
者
委
員
の

記
長
が
講
師
を
つ
と
め
、
労
働

三
権
の
重
要
性
や
青
女
部
の
活

動
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
た
。
ま

た
、伊
藤
労
連
書
記
次
長
は「
ビ

ギ
ナ
ー
講
座
」
と
題
し
講
演
、

新
聞
労
連
の
組
織
の
説
明
や
現

代
の
新
聞
産
業
の
労
働
組
合
に

求
め
ら
れ
る
様
々
な
役
割
に
つ

い
て
解
説
し
た
。
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